
わ
が
水
上
消
防
団
第
２
分
団
は
、
神
戸

港
摩
耶
埠
頭
地
区
が
活
動
範
囲
で
す
。
摩

耶
埠
頭
は
、
神
戸
港
最
初
の
コ
ン
テ
ナ
ー

埠
頭
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
震
災
前
は
中

堅
埠
頭
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。
震

災
後
は
再
開
発
に
よ
っ
て
ラ
イ
ナ
ー
バ
ー

ス
や
中
古
車
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
、
大
規
模

乳
製
品
工
場
が
新
設
さ
れ
た
ほ
か
、
屋
根

付
き
の
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
も
完
成
し
、

若
者
た
ち
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

わ
が
水
上
消
防
団
第
２
分
団
は
、
警
備

会
社
の
従
業
員
の
み
で
結
成
さ
れ
て
か
ら

40
年
超
に
わ
た
り
、
摩
耶
埠
頭
地
域
の
防

火･

防
災
活
動
に
ま
い
進
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
第
２
分
団
の
ヒ
ー
ロ
ー
と
い
え
ば
、

身
長
１
７
５
㎝
・
体
重
約
１
０
０
㎏
？

ま
る
で
中
型
ポ
ン
プ
の
よ
う
な
石
原
克
彦

部
長
37
才
で
す
。
平
成
９
年
３
月
の
入
団

以
来
、
平
均
年
令
の
高
い
第
２
分
団
に
あ
っ

て
は
、
若
手
の
ホ
ー
プ
と
し
て
常
に
先
頭

を
走
り
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

平
成
15
年
10
月
の
神
戸
市
消
防
団
小
型

ポ
ン
プ
操
法
大
会
で
は
、
自
慢
の
体
力
を

生
か
し
、
４
番
員

(

ポ
ン
プ
担
当)

と
し

て
出
場
。
上
位
入
賞
を
目
指
し
、
厳
し
い

練
習
を
重
ね
ま
し
た
が
、
そ・
れ・
な・
り・
の
成

績
に
終
わ
り
、
残
念
！

年
末
特
別
警
戒

は
も
ち
ろ
ん
、
出
初
式
、
夏
期
研
修
な
ど
、

何
事
に
も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
水
上
消

防
団
の
中
で
も
、
覚
え
や
す
い
体
形
と
愛

き
ょ
う
の
あ
る
笑
顔
で
、
有
名
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
何
よ
り｢
水
上
消
防
団
通
信｣

第
４
号
の

｢

団
員
か
ら
の
た
よ
り｣

に
投

稿
し
、
顔
写
真
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
が

｢

第
２
分
団
石
原
こ
こ
に
あ
り
！｣
に
拍

車
を
か
け
た
よ
う

で
す
。

会
社
で
も

｢

警

備
員
指
導
教
育
責

任
者｣

に
選
任
さ

れ
、
警
備
員
の
教

育
に
消
火
器
の
種

類
・
使
用
方
法
や

心
肺
蘇
生
法
等
を
取
り
入
れ

｢

救
急
車
が

来
る
ま
で｣

の
知
識
と
技
術
を
教
え
て
お

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
剣
道
有
段
者
と
し
て

自
慢
の
体
力
を
生
か
し
？

政
府
の

｢

少

子
化
対
策｣

を
先
取
り
し
て
、
３
人
の
子

ど
も
さ
ん
を
も
う
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ

ん
な
石
原
部
長
の
携
帯
電
話
の
待
ち
受
け

画
面
は
、
男
の
子
二
人
の
下
の
愛
娘
・
菜

恵
ち
ゃ
ん
！

(

ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
？)

そ
の

菜
恵
ち
ゃ
ん
を
は
じ
め
、
ご
家
族
は
も
ち

ろ
ん
、
神
戸
市
民
の
安
心
と
安
全
を
守
る

た
め
に
、
防
火
・
防
災
に
な
お
一
層
努
力

さ
れ
、
第
２
分
団
の
ヒ
ー
ロ
ー
か
ら
水
上

消
防
団
の
ヒ
ー
ロ
ー
、
や
が
て
は
神
戸
市

消
防
団
の
ヒ
ー
ロ
ー
へ
と
成
長
さ
れ
る
よ

う
、
期
待
し
て
い
ま
す
。��

�����������水上消防団
第２分団

石原 克彦さん

〈
執
筆
者
〉
水
上
消
防
団
第
２
分
団
分
団
長

岡
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義


